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は   じ   め   に   

以前からあった問題だが、近年になって急激に勤務医不足の進行した理由をさぐ  
り、その対策を考える資料として「勤務医に関する意識調査」、「医師確保に係る  
調査」を日本病院会勤務医、病院管理者を対象として平成18年7月7日から7月  
28日にわたって行った。   

回答は、勤務医 5，635人（勤務先病院21．1％）、病院管理者 576人  
（22．て％）であった。   
その結果をまとめましたので、今後、医師に関する方向を考える資料としていた  
だければ幸いです。  

平成19年3月11日  

社団法人 日本病院会   
委員長  林  雅 人  
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Ⅰ．調査目的  

医師の需給に関する諸課題のうち、診療科における医師の偏在や地域における医   
師不足が喫緊の課題として、病院勤務医から開業医へといった医師のシフトが起   
こっていることや、医師の間に特定の診療科や地域に行くことを避ける傾向が高  
まっていることなどが指摘されている。  

このような状況を踏まえて、日本病院会会員病院の勤務医の意見を集約して、今   
後病院団体としての施策立案の参考とすることを目的に調査を実施した0  

Ⅱ．調査要領   

1．調査方法   郵送による記名回答アンケート調査（平成18年7月実施）  

2．対象客体   日本病院会会員病院 2535病院  

3．調査表回収数 勤務医5635名  

4．調査内容  別紙（後掲）  
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Ⅲ．回答状況  

Ql性別  

男   4，780（84．8）   

女   753（13．4）   

小計   5，533（98．2）   

無回答   102（1．8）   

計   5，635（100．0）  

0．0％  20．0％  40．0％  60．0％  

【ワジ丁、P＿女□与ゴ芥1  

80．0％  100．0％  

回答者は、男性医師が84．8％、女性医師が13．4％。  

Q2 満年齢（回答記入日）  

30歳未満  537（9．5）   

30～40歳未満  1．594（28，   3）   

40歳以上  3，420（60．7）   

小計  5，551（98．5）   

無回答  84（1．5）   

計  5．635（100．0）  

＿＿＿＿  

＝コ‾ ⊥1  
回答者は「40歳以上」が60．7％と最も多く、次いで「30～40歳末満」が28．3％。  

3   



Q3 主たる勤務先（アルバイト先を除く）の開設主体は次のどれですか。  

窯荘痍車載弼  

大 学  216（3．8）   

国公立  2．464（43  ．7）   

公 的  1．537（27  ．3）   

私 的  1．418（25．2）   

計  5．635（100．0）   

0．0％  20．0％  80．0％  100．0％   40．0％  60．0％  

日大 学田国公立臼公 的田私 的  

主たる勤務先（アルバイト先を除く）は「国公立」が43．7％と最も多く、次いで「公  
的」27．3％、「私的」25．2％。  

Q4 勤務先の種類  

単科病院  64（1．1）   

併科病院（．  総合）   5．194（92．2）   

併科病院（主に内科）  247（4．4）   

併科病院く主に外科）  130（2．3）   

計  5．635（100．0）  

勤務先の種類は、「併科病院（総合）」が92．2％と圧倒的に多かった。   



Q5 勤務先の病床数  

・ 
■ √迄：く ミこ三；一箪璧墓察塁一隻必鮮 ー斗ザてデ二二ト三三二ま車宰誉 ，■∴∴÷∵・芋て…J・1買主肯てこデ〉三’L二ゝ等′  ．草聖禁㌍．ミさごノ喘’：鱈葦：1■ 秦農事韓牽 1，‾‘ゝ⊥－－L′lて  

20～99床   469   56（10．4）   11．9％   119（2．り   

100～199床   766   125（23．3）   16．3％   605（10．7）   

200－299床   372   80（14．9）   21．5％   514（9．1）   

300～399床   380   107（20．0）   28．2％  1，096（19．4）   

400～499床   217   65（12．り   30，0％   879（15．6）  

500床～   331  103（19．2）  31．1％  

計  2．535  536（100．叫  21・  

●  

咤 ％箋 ■＿■‘ 賢                                          揚・撚          9．1％ 二＼∴ヽ‾－－ 1．ぺ穴■／く  
0．0％  20．0％  40．0％  60．0％  80．0％  100．0％  

B20～99床田100～199床ロ200～299床皿300－399床田400～499床臼500床～   

勤務先の病床数は、「500床以上」が43．0％と最も多く、次いで「300床から399床」  
が19．4％、「400床から499床」が15．6％。   

Q6 開設主体の地域は次のどれですか。  

北海道   104   17（3．2）   16．3％   235（4．2）   

東北   152   44（臥2）   28．9％   369（6．5）   

関東   710   143（26．7）   20．1％  1．562（27．7）   

中部   507   147（27．4）   29．0％  1．660（29．5）   

近畿   523   80（14．9）   15．3％   756（13．4）   

中国   175   39（7．3）   22．3％   355（6．3）   

四国   101   18（3．4）   17．8％   147（2．6）  

九州  263  48（9．0）  18．3％  551（9．8）  

計 2．535  536（100・  21．1％    5．635（100．0）  

20．0％  40．0％  60．0％  80．0％  100．0％  

田北海道国東北口関東口中部臼近畿口中国日四国田九州   

勤務先の開設主体の地域は、「中部」が29．5％と最も多く、次いで「関東」27．7％。  
回答率は、中部が29．0％と最も高く、東北が28．9％とほぼ同率。  
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Q7 現在の勤務先（アルバイト先を除く）での立場では次のどれですか。  
①一般勤務医  

②大学勤務医  

（D－1院長、副院長、診療部長クラス   896（15．9）   

①－2科部長、医長クラス   乙879（51．1）   

①－3医師、医員   1．393（24．7）   

①－4研修医   213（3．8）   

①－5その他   37（0．7）   

（彰一1教授   43（0．8）   

②－2助教授   28（0．5）   

②－3講師   42（0．7）   

（彰一4助手   67（1．2）   

（彰一5医員   22（0．4）   

②－6研修医   10（0．2）   

②－7大学院生   3（0．1）   

（彰一8研究生   0（ 0．0）   

小計   5．633（100．0）   

無回答   2（0．0）   

計   5．635（100．0）   

国乙  79   

3000  0      35   

（王〉－1院長、副院長、診療部長ク  

ラス  

①－2科部長、医長クラス  

①－3医師、医員  

①－4研修医  

①－5その他  

②－1教授  

②－2助教授  

②－3講師  

②－4助手  

②－5医員  

②－6研修医  

②－7大学院生  

②－8研究生  

無回答  

0  500  1000  1500  2000  2500   

現在の勤務先の立場は、「勤務医」の「科部長・医長」が51．1％と最も多く、「院  
長、副院長、診療部長」15．9％と合わせて67．0％。「一般医（医師、医員）」は24．8％  
である。しかし、病院の規模、診療科によっては一人科部長・医長がかなり存在するこ  
とを念頭におかなければならない。  
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Q8 Q7の「①一般勤務医」の方にお尋ねします。  

現在の勤務先での立場は次のどれですか。  

n＝5418  
⊂．n′■㌔■ユ∴予ン†≒ 〉＝≡∴－－ナノ∴－∴■＝‘′す 〕 ・キ潤筆数（鱒i 

赴任   3，184（58．8）   

大学からの出張（一年以上の予定）   1．457（26．9）   

大学からの出張（一年未満の予定）   132（2．4）   

その他   382（7．1）   

小計   5．155（95．り   

無回答   263（4．9）   

計   5，418（100．0）  

Q．7の「①一般勤務医」の勤務先の立場は、「赴任」が最も多かったが、前問で「  
部長・医長」からの回答が半数であるのに、回答者の約3分の1の29．3％が「大学からの出張」  

であるのは注目される。  
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Q9 「常勤医師」の方にお尋ねします。人事は次のどれですか。  

．、・＿「Tンワニーれ1′！    細尊勢隼接線   

大学人事  3．465（66．3）  

自分の意志  1，593（30．5）   

その他  167（3．2）   

計  5．225（100．0）  

赴任人事を入れた常勤医師の人事は「自分の意志」は3分の1しかなく、3分の2は大学が  

何らか関与しているものと思われた。  
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QlO Q9で「大学人事」と答えた方にお尋ねします。  
自分の意思が尊重されましたか。  

n＝3465  
′一 

沌圏轍頼   

尊重された   693（20．0）   

ある程度された   929（26．8〉   

全くされない   396（11．4）   

小計   2．018（58．2）   

無回答   1，447（41．8）   

計   3．465（100．0）  

Q．9で「1．大学人事」と答えた医師は、自分の意志が「ある程度尊重された」と  
「尊重された」が約半分あるが、「全くされない」は11．4％あった。無回答の内容につ  
いては不明であるが、書きにくい事情のある可能性は高い。  

クロス集計で、赴任にあたって、病床数が少ない医療機関ほど自分の意志が尊重され  
る傾向が強かった。  
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Q5＊QlO（％）  
分の意志が尊重されまじたか㌔≒三≡：    ー■イ■ニ＝  

Q5・三勤務先の病床数  1二‥ご「尊重さ  2ごある程  3ご－全くさ  九  三－′無回答     宰：・合計 

1．20床～99床   25．6   39．7   12．8  21．8  100．0   
2．100床～199床   22．2   27．8   6．6  43．4  100．0   
3．200床～299床   26．4   38．6   19．9  15．1  100．0   
4．300床～399床   24．2   35．2   12．  6   28，1  1DO．0   
5．400床…499床   18．9   24．6   12．7  43．7  100．0   
6．500床～   16．4   20．6   9．8  53．2  1DO．0   
合計   20．0   26．8   11．4  41．8  100．0   

0％  20％  40％  60％  80％   

1．20床～99床  

2．100床～199床  

3．200床～299床  

4．300床－399床  

5．400床～499床  

6．500床～  

合計  

臼1、尊重された  盟2、ある程度された  臼3、全くされない  田無回答  
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Qll現在の主たる診療科目又は就業内容は何ですか。（一つだけお答えください）  
回答数（％） 

内科   867（15．4）   

精神神経科   116（2．1）   

神経内科   129（2．3）   

呼吸器科   185（‾す‾訂   

消化器科（胃腸科）   278（4．9）   

循環器科   324（5．7）   

リウマチ科   29（0．5）   

小児科   362（6．4）   

外科   825（14．6）   

整形外科   390（6．9）   

形成外科   51（0．9）   

脳神経外科   256（4．5）   

心臓血管外科   124（2．2）   

皮膚科   121（2．1）   
由良麗辞 199（ 
膏南面 0（0．0）   

産婦人科   249（4．4）   

眼科   144（1「訂   

耳鼻咽喉科   147（2．6）   

リハビリテーション科   60（1．1）   

放射線科   158（2．8）   

麻酔科   210（3．7）   

臨床検査科・臨床病理科   62（1．1）   

その他   288（5．1）   
小計   5，574（98．9）   

無回答   61（■‾1丁汀   

5，635（100，0）  

内科  

精神神経科  

神経内科  

呼吸器科  

消化器科（胃腸科）  

循環器科  

リウマチ科  

小児科  

外科  

整形外科  

形成外科  

脳神経外科  

心温血管外科  

皮店科  

泌尿器科  

性病科  

産婦人科  

眼科  

耳鼻咽喉科   

リハビリテーション科  

放射線科  

麻酔科  

臨床検査料・臨床病理科  

その他  

無回答   

現在の主たる診療科目又は就業内容は  
と圧倒的に多く、合わせて30．0％である  
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Q12 勤務先での一週間の勤務時間（当直を除く常時の状況でお答えください）  

32時間未満   20（0．4）   

32～40時間未満   209（3．7）   

40～44時間未満   656（11．6）   

44～48時間未満   751（13．3）   

48～56時間未満   1，469（26．1）   

56～64時間未満   1．173（20．8）   

64時間以上   1．307（23．2）   

小計   5，585（99．1）   

無回答   50（0．9）   

計   5．635（100．0）  

20．0％  40．0％  60．0％  80．0％  

口32時間未満  田32～40時間未満ロ40～44時間未満D44～48時間未満  

田48～56時間未満臼56～64時間未満日64時間以上  田無回答   

勤務先での一週間の勤務時間は、法定勤務時間内である40時間未満が4．1％のみで「48  
時間から56時間未満」が26．1％と最も多かった。48時間以上をまとめると70．1％に達し  
ていた。しかも56時間以上が44％もあり、過酷な勤務環境が伺われた。   
クロス集計からは、99床以下の病院は56時間以上の勤務が最も多い（49．6％）。次い  
で、比較的回答数が多かった300～399床未満の病院で56時間以上が46．6％と多かった。  

しかし、年齢による差は見られなかった。   
医師が如何に過酷な勤務を強いられているかがよく判る。  
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Q5＊Q12（人）   での一週間の勤務時間：■：モキ  
Q12ニ㌻；勤覇充  Q5勤務先の病床数   合計】D 

1．20床～99床  13   15  31   27   32  119   
2．100床～199床   23   71   95  163   120   125   7  605   

3．200床～299床   4   20   54   77  151   96   110   2  514   
4．300床～399床   5   35   108   145  281   229   282   1096   
5．400床～499床   3   30   112   118  223   189   198   6  879   

6．500床～   100   298   301  620   512   560   24  2422   
合計   20   209   656   751  1469   1173   1307   50  5635   

Q5半Q12（％）   Q12：＝勤務先での－・週間の勤務時間 
Q5・勤務先の病床数  32時間未満  32～40時間  40－J44時愕  44～ヰ8時間  48・－56時層  56～64時牒  64時間以上  無回答 合計iD 

1．20床～99床  0．8   10．9   12．6   26．1   22．7   26．9  100．0   
2．100床～199床   0．2   3．8   11．7   15．7   26．9   19．8   20．7   1．2   100．0   
3．200床～299床   0．8   3．9   10．5   14．9   29．4   18．7   21．4   0．4   100．0   

4．300床～399床   0．5   3．2   9．9   13，2   25．6   20．9   25．7   1．0   100．0   
5．400床～499床   0．3   3．4   12．8   13．4   25．4   21．5   22．5   0．7   100．0   

6．500床～   0．3   4．1   12．3   12．4   25．6   21．2   23．1   1．0   100＿0   

合計   0．4   3．7   11．6   13，3   26．1   20月   23．2   0．9   100．0   
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Q13 勤務時間（個人医師）は5年前と較べて変わりましたか。  

減った   908（16．1）   

増えた   2．168（38．5）   

変わらない   2，236（39．7）   

小計   5．312（94．3）   

無回答   323（5．7）   

計   5，635（100．0）  

勤務時間（医師個人）を5年前と較べると、「変わらない」が39．7％、「増えた」が  
38．5％で、ほぼ括抗している。「減った」は16．1％しかなく改善の傾向にはない。  
クロス集計からは、病床の多少による差はみられなかった。  
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Q14 Q13で「増えた」と答えた方にお尋ねします。  
医師の負担が増えた理由は何ですか。  

n＝2168  

由苔数 生  

患者数および診療時間が増えたほど医師が増えていない  1．426   65．8％   

書類を書く時間が増えた  1．185   54．7％   

化  506   23．3％   

会議その他が増えた  994   45．8％   

その他  222   10．2％   

回答  30   1．4％  

Q．13で「増えた」と答えた医師にその理由を尋ねると、「患者数および診療時間  
が増えたほど医師が増えていない」が65．8％と最も多く、次いで「書類を書く時間が増  
えた」が54．7％、「会議その他が増えた」が45．8％であった。   
勤務医にはいろんな面から多くの負担がのしかかっている。   

クロス集計からは、役職者と医員、病床の多少による差はみられなかった。  
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Q15 Q13で「増えた」と答えた方にお尋ねします。  
医師の負担を減らすにはどうしたらよいですか（複数回答可）  

n＝2168  
・ 

・ 、・芸・籠没萄※  

医師を増やす   1，667   76．9％   

医師以外の職員に業務を移す   1，420   65．5％   

【T化など組鞍の効率化を図る   535   24．7％   

その他   219   10．1％   

無回答   30   1．4％  

Q．13で「増えた」と答えた医師にその負担を減らす方策を尋ねると、「医師を増  
やす」が7（；．9％、「医師以外の職員に業務を移す」が65．5％、いずれも過半数を占めて  

いた。  

16   



Q16 あなたは「夜間当直」をされますか。  

て 通草数（粧‡≒う字   

する   4034（71．6）   

しない   1569（27．8）   

小計   5．603（99．4）   

無回答   32（0．6）   

計   5，635（100．0）  

¶   

夜間当直は、「する」が71．6％、「しない」が27．8％であった。   

クロス集計からは、役職者、医員、および病床の多少による差はみられなかった。診  
療科は、脳神経外科、循環器科、呼吸器科が多かった。  
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